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出
典

寛
政
句
帳
（
寛
政
5
)

秋

風

秋
風
や
水
か
さ
定
る
大
井
川

秋
（
承
前
）

―
一
行
め
に
、
井
泉
水
編
『
一
茶
俳
句
集
』
の
本
文
を
お
く
。
た
だ
し
、
漢
字
は
現
行
文
字
と
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

ニ
ニ
行
め
に
、
出
典
を
示
し
、
句
帳
•
紀
行
な
ど
は
（
）
内
に
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
条
の
年
月
を
示
し
た
。
年
号
は
改
元
の
月
日
に
か
か
わ

ら
ず
元
年
一
月
か
ら
と
し
た
。

三
原
本
と
表
記
が
異
る
も
の
は
、
出
典
の
次
の
R
に
原
本
の
そ
れ
を
示
し
た
。

四
注
は
、
「
前
書
」
の
異
同
と
、
他
書
と
の
異
同
を
示
す
に
と
ど
め
た
。

五
原
典
は
、
主
と
し
て
一
茶
全
集
本
に
よ
り
、
『
浅
黄
空
』
な
ど
は
一
茶
叢
書
本
そ
の
他
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
『
八
番
日
記
』
は
風
間
本
に
よ
り
、

特
に
異
同
が
あ
る
場
合
、
梅
塵
本
と
対
照
し
た
。

凡

例

【
研
究
ノ
ー
ト
】

（
城
西
人
文
研
究
第
1
7
巻
第
1
号
）

（
寛
政
五
年
）

井
泉
水
編
=ii 

茶
俳
句
集
』

黄

入
集
の
句
因

色

瑞

華
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出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
8
l

秋
風
や
皮
を
剥
れ
し
か
ん
ば
の
木
（
文
化
八
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
8
)

秋
風
や
壁
の
ヘ
マ
ム
シ
ョ
入
道

R
座
五
「
カ
ソ
パ
の
木
」
。
前
掲
句
の
直
前
に
出
。
『
一
茶
俳
句
集
』
、
「
剣
」
に
「
む
か
」
と
ル
ビ
。
七
番
日
記
(
1
4
.
7
)
・
希
杖
本
句
集
、
中

七
以
下
「
裸
に
さ
れ
し
か
ん
ば
の
木
」
。

（
文
化
八
年
）

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
8
)

わ
ら
で
ゆ
ふ
髪
も
め
で
た
し
秋
の
風

（
文
化
五
年
）

秋
風
ゃ
仏
に
近
き
年
の
程

R
七
月
九
日
の
条
、
「
老
婆
舟
三
年
忌
追
夜
有
」
と
し
て
、
「
こ
と
し
八
月
十
四
日
、
老
婆
舟
三
回
忌
な
れ
ば
、
」
で
は
じ
ま
る
小
文
に
付
す
―
―
―

句
中
の
第
一
句
。

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
7
)

（
文
化
五
年
）

@ 

出
典

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
7
)

（お）

中
七
「
手
染
手
を
り
の
」
。

秋
風
や
手
染
手
を
り
の
小
ふ
り
袖

出
典

R 

大
根
の
二
葉
う
れ
し
や
秋
の
風

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
7
)

@ 

（
文
化
元
年
）

（
享
和
三
年
）

中
七
「
二
葉
に
う
れ
し
」
。
同
句
帳

(
3
.
7
)
、
中
七
「
二
葉
に
し
れ
や
」
。

『
一
茶
俳
句
集
』
、
「
定
」
に
「
き
ま
」
と
ル
ビ
。
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出
典

秋
風
や
我
う
し
ろ
に
も
う
そ
り
山

七
番
日
記
、
こ
の
句
の
右
肩
に
「
ウ
ソ
リ
山
、
奥
州
也
」
と
注
を
付
す
。
「
ウ
ソ
リ
山
」
は
、
恐
山
。

高
井
野
の
高
み
に
上
り
て

秋
風
や
磁
石
に
あ
て
る
古
郷
山

R 

（
文
政
二
年
）

八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)
•
お
ら
が
春
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
3
)

（
文
化
十
二
年
）

か
な
釘
の
や
う
な
手
足
を
秋
の
風

句
稿
消
息
（
文
化
10)
・
志
多
良
（
文
化
10)
・
一
茶
翁
終
焉
記
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

出
典

R
句
稿
消
息
、
上
五
「
鉄
釘
の
」
。
志
多
良
、
「
桂
好
亭
に
わ
‘
‘
つ
ら
ふ
こ
と
七
十
五
日
に
し
て
、
九
月
五
日
と
い
ふ
に
締
に
す
が
り
て
、
」
に
始

ま
る
小
文
に
、
こ
の
句
を
添
え
る
。

う
そ
り
山
、
奥
州
也

（
文
化
十
年
）

病

後 ®
八
番
日
記
•
お
ら
が
春
、
中
七
以
下
、
「
歩
て
逃
る
螢
か
な
」
。

出
典

秋
風
に
歩
行
て
逃
る
螢
哉

七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
8
)・
八
番
日
記
（
文
政2
.
7
)
•
お
ら
が
春
・
志
多
良
・
嘉
永
版
発
句
集

（
文
化
10)

出
典
我
春
集
（
文
化
8
.
7
)

牛
の
子
の
旅
に
立
也
秋
の
風

（
文
化
八
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
7
)
．
我
春
集
（
文
化
8
)

秋
の
風
一
茶
心
に
思
ふ
や
う
（
文
化
八
年
）
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小
簾
や
蠅
よ
け
草
の
野
分
吹

（
文
化
八
年
）

R
中
七
「
夕
暮
か
4

る」。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
3
.
8
)

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

汁
な
べ
の
夕
暮
か
か
る
野
分
哉

（
文
化
元
年
）

出
典 さ

と
女
三
十
五
日

淋
し
さ
に
飯
を
く
ふ
也
秋
の
風

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
9
)
•
発
句
紗
追
加
・
梅
塵
抄
録
本
一
茶
連
句
集

（飯）

R
文
政
句
帳
、
中
七
「
味
を
く
ふ
也
」
。
発
句
紗
追
加
、
上
五
・
中
七
「
さ
び
し
さ
に
飯
を
喰
な
り
」
。
梅
塵
抄
録
連
句
集
（
一
茶
・
素
外
・
梅

堂
・
梅
塵
、
四
吟
歌
仙
）
、
上
五
・
中
七
「
淋
し
さ
に
飯
を
喰
ふ
な
り
」
。

中
七
「
尼
泥
盟
」
。
『
一
茶
俳
句
集
』
、
「
洗
足
」
に
「
せ
ん
そ
く
」
と
ル
ビ
。

ぽ
つ
／
＼
と
馬
の
爪
切
る
野
分
哉

（
文
化
元
年
）

R 

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
7
)

垣
際
の
洗
尼
盟
野
分
哉

（
文
化
元
年
）

野

分 出
典

（
文
政
八
年
）

R
お
ら
が
春
、
前
書
「
さ
と
女
州
五
日

出

典

お

ら

が

春

秋
風
や
む
し
り
た
が
り
し
赤
い
花

R
八
番
日
記
、
前
書
「
旅
」
。

（
文
政
二
年
）墓

」
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
さ
と
女
三
十
五
日
」
、
中
七
「
む
し
り
残
り
の
」
。
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白
露
や
茶
腹
で
越
る
う
つ
の
山

（
文
化
十
一
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
7
)

越
後
馬
夜
露
払
て
通
り
け
り

（
文
化
十
年
）

R
前
掲
句
の
直
前
に
出
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)

R
 中
七
「
／
＼
世
〔
の
〕
中
」
。

露
時
雨
如
意
り
ん
さ
ま
も
物
や
思
ふ

（
文
化
九
年
)

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)

露
は
ら
り
／
＼
世
の
中
よ
か
り
け
り

（
文
化
九
年
）

R
前
書
「
焼
山
の
山
や
け
」
。

出
典

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
6
)

露露
け
さ
や
石
の
下
よ
り
草
の
花

（
享
和
三
年
）

出

典

未

詳

野
分
し
て
見
事
に
暮
る
る
焚
火
か
な

（
文
化
十
三
年
）

R 

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
8
)

（わ）

中
七
「
烏
と
さ
は
ぐ
」
。

裸
児
と
烏
と
さ
わ
ぐ
野
分
哉

（
文
化
十
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
8
)
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稲

妻 出
典

草
刈
や
火
を
打
こ
ぼ
す
露
の
原

（
文
政
八
年
）

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)
・
だ
ん
袋

出
典
お
ら
が
春

露
の
世
は
つ
ゆ
の
世
な
が
ら
さ
り
な
が
ら

七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
7
)
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R
七
番
日
記
、
前
書
「
わ
ら
ぢ
な
が
ら
墓
参
」
。
文
政
版
発
句
集
、
前
書
「
わ
ら
ぢ
な
が
ら
墓
参
り
し
て
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
草
桂
な

が
ら
墓
参
り
し
て
」
。
中
七
は
い
ず
れ
も
「
御
目
に
か
4

る
ぞ
」
。

終
に
六
月
二
十
一
日
の
舜
の
花
と
共
に
、
此
世
を
し
ぼ
み
ぬ
、
母
は
死
顔
に
す
が
り
て
よ
4
と
泣
も
む
べ
な
る
か
な
、
こ
の
期
に
及

ん
で
は
、
行
水
の
ふ
た
4
び
帰
ら
ず
、
散
る
花
の
梢
に
も
ど
ら
ぬ
く
ひ
事
な
ど
と
、
あ
き
ら
め
顔
し
て
も
、
思
ひ
切
り
が
た
き
は
恩

愛
の
き
、
、
つ
な
な
り
け
り
。

R
句
の
前
に
掲
げ
る
小
文
は
、
『
お
ら
が
春
』
第
十
四
話
前
段
の
末
尾
。

(
1
4
.
5
)
、
前
書
「
悼
」
、
中
七
以
下
「
得
心
な
が
ら
さ
り
な
が
ら
」
。

世
話
し
な
の
夜
や
上
る
露
下
る
露

八
番
日
記
、
「
上
ル
露
下
ル
露
」
。
発
句
紗
追
加
、
中
七
以
下
「
世
や
下
る
露
上
る
露
」
。

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
8
)

（
文
政
四
年
）

出
典

息
オ
で
御
目
に
か
か
る
ぞ
草
の
露

わ
ら
ぢ
な
が
ら
墓
参
し
て

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)

（
文
政
二
年
）

（
文
化
十
四
年
）

「ょ
4

と
泣
も
」
は
、
「
ょ
4

/
＼
と
泣
も
」
が
正
し
い
。

七
番
日
記
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出
典

R 
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)
•
株
番
・
文
化
七
年
七
月

1
一
十
二
日
付
西
原
文
虎
あ
て
書
簡

七
番
日
記
・
文
虎
あ
て
書
簡
、
前
書
な
し
。
株
番
、
座
五
「
膳
を
這
ふ
」
。

有
明
や
浅
間
の
霧
が
膳
を
は
ふ

（
文
化
九
年
）

軽
井
沢

R
中
七
「
あ
さ
ぢ
を
過
が
」
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

秋
霧
や
あ
さ
ぢ
を
通
る
水
戸
肴

（
文
化
元
年
）

@ 

出
典

霧秋
霧
や
河
原
な
で
し
こ
見
ゆ
る
迄

出
典

稲
妻
に
へ
な
へ
な
橋
を
渡
り
け
り

中
七
「
へ
な
／
＼
橋
を
」
。

稲
妻
や
畠
の
中
の
風
呂
の
人

（
文
政
五
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
6
)

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)
•
発
句
紗
追
加

連
句
稿
裏
書
、
座
五
「
り
ん
と
し
て
」
。
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
、
座
五
「
ば
つ
と
咲
」
。

R
 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
7
)

(7) 

@ 

（
文
化
元
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
8
)
・
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

希
杖
本
、
上
五
「
稲
づ
ま
や
」
。（

文
政
二
年
）

稲
妻
や
う
つ
か
り
ひ
よ
ん
と
し
た
貌
ヘ

出
典

（
文
化
十
一
年
）
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出
典

寛
政
句
帳
（
寛
政
5
)

魂魂
棚
や
則
吾
も
か
り
の
宿

（
寛
政
五
年
）

祭
R 

中
七
「
草
葉
〔
の
〕
陰
も
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
7
)

入
ら
ば
今
ぞ
草
葉
の
陰
も
花
に
花

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
8
)

（
文
化
十
年
）

孟
蘭
盆

（
文
化
十
一
年
）

@ 

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
8
)

（
文
化
二
年
）

R 

（え）

八
番
日
記
、
中
七
「
馬
の
覚
し
」
。
お
ら
が
春
、
中
七
「
馬
の
覚
へ
し
」
。

中
七
「
活
て
居
と
て
」
。

秋
の
山
一
っ
／
＼
に
夕
哉

中
七
「
一
ッ

l
＼
に
」
。

明
神
の
猿
遊
ぶ
や
秋
の
山

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
8
)

秋
の
山
活
て
居
る
と
て
う
つ
鉦
か

（
文
化
二
年
）

秋
の
山

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政

2
.
9
)
•
お
ら
が
春

夕
霧
や
馬
の
覚
え
し
橋
の
穴

（
文
政
二
年
）
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R 

上
五
「
灯
ろ
〔
う
〕
や
」
。

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

燈
籠
や
木
が
か
ぶ
さ
り
て
又
見
ゆ
る

（
文
化
五
年
）

燈

籠 出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
7
)

送
り
火
や
ば
た
り
と
消
て
な
っ
か
し
き

（
文
化
八
年
）

@ 

稿
本
発
句
題
叢
、
上
五
「
迎
火
が
」
。
希
杖
本
句
集
、
上
五
「
送
り
火
は
」
。

出
典

迎
ひ
火
は
草
の
は
づ
れ
の
は
づ
れ
哉

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記

f
i
.
7
)
•
発
句
紗
追
加
・
嘉
永
版
発
句
集

門

火
R
中
七
以
下
「
母
が
来
る
と
て
鉦
た
4

く」。

出
典

抱
た
子
や
母
が
来
る
迎
鉦
た
た
＜

（
文
政
八
年
）

R 

出
典

上
五
「
二
足
迄
」
。

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)
．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
・
近
世
発
句
類
題
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

希
杖
本
句
集
、
上
五
「
琴
鍔
」
と
二
案
併
記
。
座
五
は
い
ず
れ
も
「
き
り
人
＼
す
」
。

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
7
)

玉
棚
や
上
座
し
て
鳴
き
り
ぎ
り
す

@ 

(9) 

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
7
)

二
足
ま
で
赤
い
草
履
を
玉
迎

（
文
化
十
一
年
）

（
文
化
元
年
）



(10) 

七

夕
出
典

踊
る
夜
や
さ
そ
ひ
出
さ
れ
し
庵
の
笠

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)
・
文
政
五
年
七
月
二
十
九
日
付
松
木
可
厚
あ
て
書
簡

六
十
年
踊
る
夜
も
な
く
過
し
け
り

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
7
)

（
文
政
五
年
）

踊

井泉水編『一茶俳句集』入集の句 （六）

出
典

草
市
と
申
せ
ば
風
の
吹
に
け
り

文
化
句
帳
（
文
化
3
.
7
) （

文
化
一
一
一
年
）

草

市 出
典

座
五
「
灯
ろ
哉
」
。

R
風
間
本
、
上
五
「
と
ふ
ろ
ふ
も
」
、
中
七
「
下
山
に
か
4

る
」
。
梅
塵
本
、
上
五
「
蟷
螂
も
」
、

茶
俳
句
集
』
は
、
「
蟷
螂
」
を
「
燈
籠
」
と
誤
る
。

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
9
)

大
文
字
の
が
つ
く
り
き
へ
や
東
山

（
文
政
八
年
）

大
文
字

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
4
)

と
ふ
ろ
ふ
も
下
山
に
か
か
る
あ
た
ご
哉

171 

出
典

R 

な
ま
な
か
に
消
き
り
も
せ
ぬ
燈
籠
哉

（
文
政
一
ー
一
年
）

（
文
政
五
年
）

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

中
七
以
下
「
下
山
に
か
4

る
愛
宕
哉
」
。
『
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草
く
れ
て
さ
ら
ば
さ
ら
ば
よ
駒
の
主

駒

弓l
R 

出
典

R 

出
典

へ
し
折
し
茫
の
は
し
も
祭
哉

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
劇
．7）
•
発
句
紗
追
加

ふ
ん
ど
し
に
笛
つ
つ
さ
し
て
星
迎
（
文
化
十
一
年
）

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
•
発
句
紗
追
加
・
嘉
永
版
発
句
集

®
七
番
日
記
・
希
杖
本
句
集
•
発
句
紗
追
加
、
中
七
「
笛
つ
4

さ
し
て
」
。
稿
本
発
句
題
叢
、
「
禅
二
笛
突
さ
し
て
ほ
し
迎
ひ
」
。
嘉
永
版
発
句

集
、
「
禅
に
笛
つ
き
さ
し
て
星
む
か
ひ
」
。

七
夕
や
野
も
女
郎
花
男
へ
し

出
典

御
射
山
祭

（
文
政
五
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
7
)

（
文
政
四
年
）

八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)
•
発
句
紗
追
加

八
番
日
記
、
前
書
「
み
さ
山
」
、
座
五
「
祭
り
哉
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
御
射
山
」
、
座
五
「
祭
り
か
な
」
。

御
祭
や
び
ら
う
ど
の
牛
銀
す
す
き

文
政
句
帳
（
文
政
7
.
3
)

中
七
以
下
「
ビ
ラ
ウ
ド
の
牛
銀
す
4

き」。

出
典

七
夕
に
我
奉
る
蚊
や
り
か
な

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
3
.
7
)

涼
し
さ
は
七
夕
雲
と
ゆ
ふ
べ
哉

（
文
政
七
年
）

（
文
政
一
一
一
年
）

（
文
化
三
年
）
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出
典

@ 

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)
・
希
杖
本
句
集

七
番
日
記
、
中
七
「
は
る
人
＼
来
る
」
。
希
杖
本
句
集
、
上
五
・
中
七
「
角
力
と
り
は
る
K
¥`
来
ぬ
る
」
。

角
力
と
り
や
は
る
ば
る
来
ぬ
る
親
の
塚

（
文
化
十
一
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
7
)

う
す
闇
き
角
力
太
鼓
や
角
田
川

（
文
化
十
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
7
)

角
力
と
り
や
親
の
日
と
い
ふ
草
の
花

（
文
化
八
年
）

出
典

座
五
「
〔
花
〕
火
哉
」
。

（
寛
政
—
ー
年
）

け
ふ
ぎ
り
の
入
日
さ
し
け
り
勝
角
カ

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
8
)

（
享
和
三
年
）

角

カ

@ 

出
典

川
上
に
し
ば
し
里
あ
る
花
火
哉

（
西
国
）

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

R
上
五
「
し
ば
ら
く
〔
は
〕
」
、
座
五
「
玉
如
哉
」
。

し
ば
ら
く
は
湖
一
ば
い
の
花
火
哉

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

出
典

花

火

R
中
七
「
さ
ら
ば

l
＼
よ
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
8
)

（
寛
政
1

年）
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出
典

R
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
「
直
な
か
4

し
も
」
。

人
は
い
ざ
直
な
案
山
子
も
な
か
り
け
り

出
典

芥
火
に
か
か
し
も
つ
ひ
の
け
ぶ
り
哉

（
文
政
四
年
）

八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)
•
発
句
紗
追
加

R
中
七
「
か
4

し
も
つ
ひ
の
」
。
発
句
紗
追
加
、
中
七
「
案
山
子
も
終
の
」
。
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
2
)
、
「
目
出
度
さ
や
か
4

し
も
つ
ひ
の
タ

け
ぶ
り
」
。

（
文
政
版
発
句
集
）

文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R
座
五
「
か
4

し
哉
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

名
所
の
月
見
て
く
ら
す
か
か
し
哉

（
文
政
四
年
）

出
典

七
番
日
記
（
文
政
1
.
8
)
．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R
七
番
日
記
・
稿
本
発
旬
題
叢
、
座
五
「
か
4

し
哉
」
。
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
か
4

し
か
な
」
。
文
政
句

帳
（
文
政
6
.
7
」
、
座
五
「
夕
か
4

し」。

禎
捨
は
あ
れ
に
候
と
か
か
し
哉

@ 

七
番
日
記
、
座
五
「
か
4

し
哉
」
。
希
杖
本
句
集
、
中
七
以
下
「
ぶ
ら
下
て
居
る
か
4

し
哉
」
。

（
文
政
元
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
13
・
閏
8
)
・
希
杖
本
句
集

昼
飯
を
ぶ
ら
さ
げ
て
居
る
か
か
し
哉

案
山
子

(13) 

出
典

べ
っ
た
り
と
人
の
な
る
木
や
宮
角
カ

（
文
化
十
三
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
8
)
・
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

（
文
化
十
四
年
）
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R
上
五
「
水
落
て
」
。

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

水
落
ち
て
田
は
こ
と
／
＼
く
夕
哉

R 

出
典

落
し
水
魚
も
古
郷
へ
も
ど
る
哉

寛
政
句
帳
（
寛
政
5
)

上
五
「
落
水
」
。

（
寛
政
五
年
）

落
し
水

R 

出
典

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

（を）

中
七
「
足
で
お
り

l
¥」。

寝
咄
の
足
で
お
り
／
＼
鳴
子
哉

R 

中
七
「
し
づ
か
に
か
4

る
」
。
文
化
句
帳
（
文
化
2

・
閏
8
)
、
中
七
以
下
「
し
づ
か
に
暮
る
な
る
み
哉
」
。

（
文
政
五
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

四
海
波
し
、
‘
つ
か
に
か
か
る
嗚
子
哉

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

座
五
「
窓
〔
の
〕
雨
」
。

初
時
雨
来
れ
／
＼
と
嗚
子
哉

（
文
化
二
年
）

R 

出
典

鳴
子
か
ら
先
へ
ぬ
れ
け
り
窓
の
雨

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

鳥

子

nH
、

（
文
化
五
年
）

（
文
化
二
年
）

（
文
化
コ
制
）
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草
の
戸
も
衣
打
石
は
あ
り
に
け
り

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
8
)

（
文
化
十
―
―
一
年
）

出
典

古
郷
や
寺
の
砧
も
夜
の
雨

（
文
化
七
年
）

七
番
日
記
（
文
化
7
.
8
)

君
が
代
や
牛
か
ひ
が
笛
小
夜
砧

（
文
化
七
年
）

R
中
七
「
と
ば
か
り
寝
も
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
8
)

出
典

小
夜
砧
と
ば
か
り
寝
る
も
も
っ
た
い
な

（
文
化
七
年
）

み
ち
の
く
の
鬼
の
栖
も
砧
哉

文
化
句
帳
（
文
化
2

・
閏
8
)

（
文
化
二
年
）

R
座
五
「
砧
哉
」
。
文
化
句
帳

(
1
.
9
)
、
上
五
「
ち
り
塚
も
」
（
別
案
）
。

寛
政
句
帳
（
寛
政
4
)

徽
多
町
も
夜
は
う
つ
く
し
き
砧
か
な

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

出
典

出
典

七
番
日
記
（
文
政
1
.
9
)

中
七
以
下
「
お
さ
ら
ば
／
＼
／
＼
哉
」
。

山
本
や
き
ぬ
た
に
交
る
紙
砿

砧
出
典

R
 

（
文
化
元
年
）

（
文
政
元
年
）

（
寛
政
四
年
）

お
と
し
水
お
さ
ら
ば
さ
ら
ば
さ
ら
ば
哉
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出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

新松
苗
も
風
の
吹
く
夜
の
し
ん
酒
哉

（
文
化
元
年
）

酒

文
化
句
帳
（
文
化
3
.
9
)

こ
と
し
米
我
等
が
小
菜
も
青
み
け
り
（
文
政
|
—
年
）

稿
本
発
句
題
叢
（
文
政
3

以
前
）
・
近
世
発
句
類
題
集
（
文
政3)
・
希
杖
本
句
集
•
発
句
紗
追
加
・
嘉
永
版
発
句
集

『
一
茶
俳
句
集
』
、
季
題
「
新
米
」
脱
。
し
か
も
、
「
鶯
も
」
（
前
掲
）
と
と
も
に
「
柚
味
噌
」
の
項
に
置
く
。

杉
の
葉
を
添
え
て
配
り
し
新
酒
哉

@ 

出
典

出
典

鶯
も
ひ
よ
い
と
来
て
鳴
く
柚
み
そ
哉

（
文
政
七
年
）

（
文
化
三
年
）

柚
味
噌

出
典

希
杖
本
句
集

近
砧
遠
砧
さ
て
雨
夜
か
な

（
し
だ
ら
）

R
 

出
典

行
燈
を
畑
に
す
へ
て
砧
か
な

（
文
政
二
年
）

（
文
政
二
年
）

梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
2
)

（ゑ）

中
七
「
畑
に
居
へ
て
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
「
畑
に
置
て
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)
・
嘉
永
版
発
句
集

果
が
拍
子
と
る
也
小
夜
ぎ
ぬ
た

R
上
五
「
草
戸
も
」
。
七
番
日
記

(
1
3
.
1
2
)
、
座
五
「
持
に
け
り
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
9
)
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出
典

R 
文
政
句
帳
（
文
政
8
.
9
)

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
7
)

前
書
「
南
都
」
（
句
の
上
白
に
記
す
）
。

さ
を
し
か
の
外
も
茶
が
ゆ
の
名
所
哉

（
文
政
八
年
）

出
典

鹿
嗚
や
百
八
燈
の
ふ
つ
消
る

（
文
政
八
年
）

R
 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
9
)

さ
を
し
か
や
片
膝
立
て
山
の
月

R 

出
典

山
小
屋
や
笛
と
し
り
つ
つ
鹿
の
声

出
典

上
五
「
鹿
鳴
く
や
」
。

足
枕
手
枕
鹿
の
む
つ
ま
じ
ゃ

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
8
)
．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

七
番
日
記
（
文
政
1
.
9
)

前
書
「
鹿
笛
」
、
中
七
「
笛
と
し
り
つ
4

」。

（
文
政
三
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
9
)
、
上
五
「
さ
を
し
か
〔
や
〕
」
、
座
五
「
月
見
哉
」
。
全
集
本
、
上
五
「
さ
を
し
か
〔
の
〕
」
。

（
文
化
十
一
年
）

@ 

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

鹿
鳴
や
日
は
暮
き
ら
ぬ
山
の
家

鹿
出
典

R
 

文
政
句
帳
（
文
政
7

・
閏
8
)

中
七
「
添
へ
て
配
り
し
」
。

（
文
政
元
年
）

（
文
化
元
年
）
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出
典

R
 

立
鴫
の
今
に
は
じ
め
ぬ
け
ぶ
り
哉

（
寛
政
|
—
年
）

つ
く
ぐ
と
鴫
我
を
見
る
タ
ベ
哉

（
西
国
）

出
典
寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

（
西
国
）

R
寛
政
紀
行
（
寛
政
(
7
.
4
)
、
中
七
以
下
「
鵜
に
に
ら
ま
〔
る
〕

4
鵜
飼
哉
」
。

三
味
線
で
鴫
を
立
た
す
る
潮
来
哉

（
享
和
二
年
）

享
和
二
年
句
日
記
（
享
和
2
)

享
和
二
年
句
日
記
、
座
五
「
ゆ
ふ
べ
哉
」
（
別
案
、
重
出
）
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
夕
か
な
」
。

（
文
政
四
年
）

鴫
出
典

義
経
の
腰
か
け
松
や
賜
の
声

文
政
句
帳
（
文
政
6
.
5
)

（
文
政
六
年
）

出
典

八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)
•
お
ら
が
春

賜賜
の
声
か
ん
に
ん
袋
切
れ
た
り
な

R 

木
つ
つ
き
や
一
っ
所
に
日
の
暮
る
る

「
木
つ
4

き
や
一
ツ
所
に
日
の
暮
る
A

」
。
文
化
句
帳

(
2
.
8
)
、
中
七
「
人
よ
り
跡
に
」
。

（
う
）
（
つ
）

®
八
番
日
記
、
中
七
「
か
〔
ん
〕
に
ん
袋
」
。
七
番
日
記

(
1
1
•秋
）
、
座
五
「
破
れ
た
か
」
。
八
番
日
記
（
2
．

9
)、
座
五
「
ど
ふ
き
ぬ
た
」
。

発
句
紗
追
加
、
中
七
以
下
「
勘
忍
袋
き
れ
に
け
り
」
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

啄
木
鳥

（
文
政
二
年
）

（
文
化
二
年
）
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七
番
日
記
（
文
化
9
.
8
)
•
株
番
・
稿
本
発
句
題
叢
・
近
世
発
句
類
題
集
•
あ
と
ま
つ
り
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

株
番
•
あ
と
ま
つ
り
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
外
ヶ
浜
」
。
希
杖
本
句
集
、
前
書
「
外
ヶ
浜
」
、
上
五
「
こ
れ
か
ら
は
」
。

鳴
な
雁
ど
つ
こ
も
同
じ
う
き
世
ぞ
や

出
典

R
 

け
ふ
か
ら
は
日
本
の
雁
ぞ
楽
に
寝
よ

雁
嗚
く
や
霧
の
浅
間
へ
火
を
焚
く
と

（
文
化
十
年
）

（
文
化
九
年
）

R 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
8
)

（
文
化
九
年
）

R 

出
典

初
雁
や
あ
て
に
し
て
来
る
庵
の
畠

七
番
日
記
・
我
春
集
、
上
五
「
は
つ
雁
や
」
。

上
五
「
雁
鳴
や
」
、
座
五
「
焚
と
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
7
)
．
我
春
集
・
嘉
永
版
発
句
集

（
文
化
八
年
）

七
番
日
記
（
文
化
7
.
9
)

暮
行
や
雁
と
け
ぶ
り
と
膝
が
し
ら

（
文
化
七
年
）

出
典
連
句
稿
裏
書
（
文
化
4
.
7
)

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
7
)

雁
鳴
や
窓
の
蓋
す
る
片
山
家

（
文
化
四
年
）

雁
な
く
や
平
家
時
分
の
浜
の
家

雁

@ 

（
文
化
元
年
）

上
五
「
三
味
絃
で
」
。
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
2
)
、
中
七
「
鴫
を
立
せ
る
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)
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出
典

雁
が
菜
も
の
け
て
置
た
ぞ
其
畑

R
梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
2
)
、
座
五
「
芦
に
鶴
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
8
)

七
番
日
記
（
文
政
1
.
7
)

初
雁
の
三
羽
も
竿
と
成
に
け
り

嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
な
り
に
け
り
」
。

木
母
寺
の
古
き
夕
や
芦
に
雁

（
文
政
二
年
）

（
文
政
二
年
）

（
文
政
二
年
）

（
文
政
九
年
）

文
政
九
・
十
年
句
帳
写
（
文
政
9
1
1
重
出
）
・
梅
塵
抄
録
連
句
集
（
一
茶
・
梅
塵
両
吟
歌
仙
）
・
文
政
九
年
九
月
十
七
日
付
太
締
あ
て

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
8
)
・
嘉
永
版
発
句
集

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

雁
鳴
や
な
ん
な
く
碓
井
越
た
り
と

出
典

は
つ
雁
や
同
行
五
人
善
光
寺

（
文
政
元
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
8
)

な
く
な
雁
け
ふ
か
ら
我
も
旅
人
ぞ

（
文
化
十
一
＿
一
年
）

⑮ 

中
七
以
下
「
浅
黄
に
暮
る
ち
4

ぶ
山
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
8
)

雁
鳴
や
浅
黄
に
暮
る
る
ち
ち
ぶ
山

R 

（
文
化
十
一
年
）

句
稿
消
息
（
文
化
1
0
.
1
0
)
、
中
七
「
ど
つ
こ
も
茨
の
」
。
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
1
1
)
、
中
七
以
下
「
ど
つ
こ
も
旅
寝
の
秋
の
月
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
月
10
月
の
部
）
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虫
な
く
や
き
の
ふ
は
見
え
ぬ
壁
の
穴

（
文
化
二
年
）

⑮
前
書
「
市
中
閑
居
」
（
句
の
上
白
に
記
す
）
。

出
典

寛
政
句
帳
（
寛
政
5
)

虫
鳴
や
表
町
は
夜
も
人
通
り

（
寛
政
五
年
）

虫

R
発
句
紗
追
加
、
中
七
「
い
か
に
も
ふ
る
き
」
。

出
典

茶
頷
聯
句
集
（
一
茶
・
文
木
・
竜
卜
＝
一
吟
歌
仙
1
1

年
代
未
詳
）
•
発
句
紗
追
加

鶴鶴
禍
や
い
か
に
も
古
き
池
の
形

（
歌
仙
）

禍
出
典

生
役
や
あ
ん
な
小
雀
も
旅
か
せ
ぎ

小

雀 出
典

C 21) 

@ 

ど
う
追
れ
て
も
人
里
を
渡
り
鳥

（
文
政
二
年
）

八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
2
)
•
お
ら
が
春
・
文
政
三
年
九
月
十
四
日
付
大
川
斗
園
あ
て
書
簡

（

う

）

（

里

）

八
番
日
記
、
上
五
・
中
七
「
ど
ふ
追
れ
て
も
人
足
を
」
。
書
簡
、
座
五
「
わ
た
り
鳥
」
。

（
文
政
九
年
）

文
政
九
・
十
年
句
帳
写
（
文
政
9
)
・
希
杖
本
句
集

文
政
九
年
九
月
十
七
日
付
太
締
あ
て
書
簡
、
座
五
「
里
か
せ
ぎ
」
（
前
掲
「
雁
が
菜
も
」
の
直
前
に
出
）
。

渡
り
鳥

R R
書
簡
、
中
七
「
の
け
て
お
い
た
ぞ
」
。
希
杖
本
句
集
、
座
五
「
そ
の
畑
」
。

書
簡
・
希
杖
本
句
集
•
発
句
紗
追
加
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日
ぐ
ら
し
や
我
影
法
師
の
あ
み
だ
笠

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

出
典

文
化
一
＿
―
|
八
年
句
日
記
写
（
文
化
6
)

文
化
六
年
句
日
記

(
3
月
）
、
中
七
以
下
「
花
に
下
る
は
己
が
役
」
。

（
寛
政
ー
|
年
）

姻

R 

出
典

蓑蓑
虫
や
梅
に
下
る
は
か
れ
が
役

（
文
化
六
年
）

虫
R 

七
番
日
記
、
中
七
「
爺
が
か
き
ね
と
」
。
板
本
発
句
題
叢
、
座
五
「
し
ら
れ
け
る
」
。
希
杖
本
句
集
、
座
五
「
知
ら
れ
け
り
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)
．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集

屁
ひ
り
虫
爺
が
垣
根
と
し
ら
れ
け
り

（
文
化
十
一
年
）

放
屁
虫

R
 

虫
鳴
や
わ
し
ら
も
口
を
持
た
辿

（
文
政
三
年
）

座
五
「
持
た
と
て
」
。
梅
襄
本
八
番
日
記
（
文
政
3
)
、
「
む
し
鳴
や
草
桂
も
口
を
持
た
と
て
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
8
)

R
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
9
)
、
中
七
以
下
「
茶
色
な
虫
の
嗚
に
け
り
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
7
)

青
い
虫
茶
色
な
虫
よ
庵
の
夜
は

出
典

@ 

（
文
化
十
四
年
）

文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

（え）

中
七
「
き
の
ふ
は
見
へ
ぬ
」
。
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そ
ば
所
と
人
は
い
ふ
也
赤
蜻
蛉

（
文
化
四
年
）

夕
日
影
町
一
ば
い
の
と
ん
ぽ
哉

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

出
典

蜻

蛉

（

ふ

）

R
中
七
以
下
「
秋
を
つ
く
l
＼
ぽ
う
し
哉
」
。
前
文
「
刀
七
本
さ
し
た
る
法
師
武
者
、

つ
の
頃
よ
り
始
り
け
ん
。
」
。

（
寛
政
ー
—
ー
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
3
.
7
)

（
文
化
三
年
）

つ
く
つ
く
法
師

今
尽
る
秋
を
つ
く
つ
く
ぽ
う
し
哉

R
八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)
、
上
五
・
中
七
「
け
ふ
も
／
＼
あ
4

姻
に
」
。

け
ふ
の
日
も
あ
あ
鯛
に
嗚
れ
け
り

（
真
蹟
）

R
中
七
「
つ
い
／
＼
星
の
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
5
)

鯛
や
つ
い
つ
い
星
の
出
る
や
う
に

（
文
化
十
二
年
）

出
典

日
ぐ
ら
し
や
あ
か
る
い
方
の
お
と
し
水

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

出
典

R 

日
ぐ
ら
し
や
急
に
明
る
き
湖
の
方

中
七
「
急
に
明
き
」
。

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

或
は
法
師
の
ふ
り
袖
、

先
今
〔
め
〕
か
ぬ
心
ち
也
。
い



(24) 

象

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政

3
.
8
)
・
だ
ん
袋
•
発
句
紗
追
加

虫
も
鈴
ふ
る
や
住
吉
大
明
神

井泉水編『一茶俳句集』入集の句

（
文
政
―
―
一
年
）

だ
ん
袋
、
前
書
「
文
政
三
年
八
月
―
―
一
日
夜
」
。
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
2
)
、
中
七
以
下
「
ふ
る
也
家
内
安
全
と
」
。

鈴

虫 出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
8
)

蝉
が
髭
を
か
つ
ぎ
て
鳴
に
け
り

（
文
化
九
年
）

蝉

R
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
「
御
祭
に
」
。
文
政
版
発
句
集
、
座
五
「
と
ん
ぼ
哉
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
と
ん
ぼ
か
な
」
。

八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)
、
「
御
祭
に
蜻
蛉
も
赤
い
出
立
か
な
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
8
)

（六） 157 

御
祭
の
赤
い
出
立
の
蜻
蛉
哉

（
文
化
十
四
年
）

R
八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)
、
上
五
・
中
七
「
蜻
蛉
の
尻
で
な
ぶ
る
〔
や
〕
」
。

息
（
補
遺
）
、
「
蜻
蛉
の
尻
で
な
ぶ
る
や
」
。

出
典
随
斎
筆
紀
（
文
政
4
.
5
)

蜻
蛉
や
尻
に
て
な
ぶ
る
大
井
川

（
随
斎
筆
紀
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
7
)

夕
汐
や
草
葉
の
末
の
赤
蜻
蛉

（
文
化
七
年
）

出
典
連
句
稿
裏
書
（
文
化
4
)

同
日
記

(
4
.
9
)
・
文
政
句
帳
（
文
政
6
.
9
)
．
句
稿
消
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夕
汐
や
塵
に
す
が
り
て
き
り
ぎ
り
す

（
文
化
七
年
）

（え）

R
上
五
「
き
り
人
＼
す
」
。
座
五
「
聞
へ
け
り
」
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

き
り
き
り
す
隣
に
居
て
も
聞
へ
け
り

（
文
化
元
年
）

R 

上
五
・
中
七
「
き
り
人
＼
す
な
く
も
一
ッ
聞
も
」
。

出
典

き
り
ぎ
り
す
な
く
も
一
っ
聞
き
ひ
と
り
哉

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

（
寛
政
1

年）

@ 

座
五
「
き
り
人
＼
す
」
。

我
死
な
ば
墓
守
と
な
れ
き
り
ぎ
り
す

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

出
典

（
寛
政
1

年）

恭
出
典

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
7
)

大
水
に
命
冥
加
の
い
な
ご
哉

（
文
政
八
年
）

@ 

「
念
々
が
と
ぶ
ぞ
世
が
よ
い
／
＼
｀
と
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
9
)

象
々
飛
ぶ
ぞ
世
が
よ
い
世
が
よ
い
と

R 

上
五
「
枯
／
＼
の
」
。
文
化
＝
―
ー
八
年
句
日
記
写
（
文
化
7
)
、
上
五
・
中
七
「
か
れ
人
＼
の
中
に
恋
す
る
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

枯
れ
人
＼
の
野
辺
に
恋
す
る
念
哉

（
文
政
三
年
）

（
文
化
七
年
）
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出
典

@ 

け
ふ
ま
で
は
ま
め
で
鳴
た
よ
き
り
ぎ
り
す
（
文
化
十
年
）

R 

出
典

お
4
さ
う
じ
ゃ
逃
る
が
か
ち
ぞ
き
り
ぎ
り
す

出
典

座
五
「
き
り
人
＼
す
」
。

出
て
行
ぞ
仲
よ
く
遊
べ
き
り
ぎ
り
す

座
五
「
き
り
人
＼
す
」
。

座
五
「
き
り
人
＼
す
」
。

お
と
な
し
く
留
守
を
し
て
ゐ
ろ
恭

（
文
化
十
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
5
)・
志
多
良
・
句
稿
消
息
•
発
句
紗
追
加

（ゐ）

（ゐ）

R
七
番
日
記
、
中
七
「
留
主
を
し
て
い
ろ
」
。
志
多
良
、
前
書
「
柏
原
の
草
庵
の
荒
な
ん
こ
と
を
思
や
り
て
」
。
中
七
「
留
主
を
し
て
し
ろ
」
。

（ゐ）

句
稿
消
息
、
前
書
「
旅
立
」
。
中
七
「
留
主
を
し
て
い
ろ
」
。
発
句
紗
追
加
、
中
七
以
下
「
留
守
を
し
て
居
よ
怨
蝉
」
。

句
稿
消
息
（
文
化
10)
・
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
7
)

（

ぢ

）

や

よ

（

ぢ

）

句
稿
消
息
、
「
お
4

さ
う
じ
や
逃
る
が
か
ち
ぞ
螢
」
「
お
4

さ
う
じ
ゃ
逃
ル
が
か
ち
ぞ
き
り
人
＼
す
」
の
二
句
に
、
「
御
看
定
奉
希
候
」

g)

其

と
記
す
。
七
番
日
記
、
「
お
4

さ
う
じ
ゃ
逃
る
が
4

ち
ぞ
恭
」
。
志
多
良
（
文
化
10)
、
中
七
以
下
「
逃
る
が
か
ち
ぞ
や
よ
螢
」
。

R 
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
月
1
0
月
の
部
）
・
志
多
良
・
句
稿
消
息
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

七
番
日
記
、
上
五
「
け
ふ
迄
は
」
。
座
五
「
き
り
人
＼
す
」
。
志
多
良
・
句
稿
消
息
、
前
書
「
九
月
尽
」
。
上
五
「
け
ふ
迄
は
」
。
座
五
「
き
り

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)

（
文
化
十
年
）

又
も
来
よ
膝
を
か
さ
う
ぞ
き
り
ぎ
り
す

R 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
9
)

R 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
7
)

（
文
化
九
年
）

（
文
化
八
年
）
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出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

其
分
に
な
ら
ぬ
／
＼
と
蟷
螂
哉

（
文
政
四
年
）

蟷

螂 出

典

未

詳

ば
っ
た
ば
っ
た
り
と
ぶ
ぞ
世
が
よ
い
世
が
よ
い
と

（
文
政
一
一
一
年
）

ば
っ
た

⑮
中
七
「
か
4

し
の
腹
で
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
1
)

披
か
が
し
の
腹
で
鳴
に
け
り

R
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
7
)
、
中
七
以
下
「
ち
よ
っ
と
鳴
け
り
青
い
虫
」
。

出
典

ぐ
す
」
。
文
政
版
発
句
集
、
前
書
「
九
月
尽
」
。
上
五
「
け
ふ
ま
で
は
」
。
座
五
「
き
り
ぐ
す
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、

L

前
書
「
九
月
尽
」
。

五
「
今
日
ま
で
は
」
。
座
五
「
き
り
K
¥、す」。

寝
返
り
を
す
る
ぞ
そ
こ
の
け
恭

文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
「
寝
が
へ
り
を
す
る
ぞ
脇
よ
れ
き
り
人
＼
す
」
。

（
文
政
元
年
）

七
番
日
記
（
文
政
1
.
7
)

（
文
政
二
年
）

行
燈
に
ち
よ
い
と
鳴
け
り
恭

出

典

未

詳

我
も
は
や
五
十
そ
こ
ら
ぞ
き
り
ぎ
り
す

R
 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
7
)

（
文
化
十
三
年
）

（
文
化
十
三
年
）

上
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出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
8
)

R
前
書
「
越
後
女
の
哀
〔
れ
〕
さ
を
」
。
中
七
「
／
＼
｀
と
や
泣
子
」
。
お
ら
が
春
、
前
書
「
越
後
女
、
旅
か
け
て
商
ひ
す
る
哀
〔
れ
〕
さ
を
」
。

（わ）

「
麦
秋
や
子
を
負
な
が
ら
い
は
し
売
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
越
後
女
の
旅
か
け
て
商
す
る
哀
〔
れ
〕
さ
は
」
。
中
七
「
め
せ
と
て
泣
子
」
。

草
花
や
行
よ
い
門
の
い
く
所

出
典

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

親
の
日
と
思
ば
か
り
ぞ
草
の
花

痩
草
の
よ
ろ
／
＼
花
と
成
に
け
り

（
文
化
十
年
）

（
文
化
元
年
）

草
の
花

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
6
)

鰯
め
せ
め
せ
と
や
泣
子
負
ひ
な
が
ら

鰯
出
典

渋

鮎
⑮
 文

政
句
帳
（
文
政
8
.
7
)

座
五
「
一
夜
づ
4

」。

さ
く
ら
葉
も
ち
ら
り
／
＼
や
鮎
さ
び
る

文
政
句
帳
（
文
政
7

・
閏
8
)

出
典

細
る
也
駈
矧
の
唄
も
一
夜
づ
つ

駈
矧
鳴
く

（螂）

R
座
五
「
蟷
郎
哉
」
。

（
文
化
十
年
）

（
文
政
七
年
）

（
文
政
二
年
）

（
文
政
八
年
）
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出
典

R 

人
足
の
末
が
れ
に
け
り
王
子
道
（
文
政
五
年
）

R
七
番
日
記
（
文
化
・

9
)
、
「
吉
原
も
末
枯
時
の
明
り
か
な
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
)

末
枯
や
新
吉
原
の
小
行
燈
（
文
化
十
年
）

末
枯
や
木
辻
も
古
き
山
つ
づ
き

座
五
「
山
つ
ゞ
き
」
。

R
前
書
「
当
村
早
魃
に
て
」
。
文
政
版
発
句
集
、
前
書
な
し
。
中
七
「
諸
勧
化
入
れ
ぬ
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
な
し
。
中
七
「
諸
勧
化
い
れ

ぬ」。
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

上
五
「
人
足
〔
の
〕
」
。

出
典
七
番
日
記
（
如
政
1
.
9
)

末
枯
や
諸
勧
化
出
さ
ぬ
小
制
札

（
斎
元
年
）

R
 

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

末

枯

R
 

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
8
)

（座）

中
七
「
横
に
加
へ
し
。
」
お
ら
が
春
、
上
五
「
鹿
の
子
や
」
。
座
五
「
萩
の
花
」
。

馬
の
子
や
横
に
く
は
へ
し
草
の
花

R 

（
文
化
元
年
）

句
稿
消
息
、
上
五
「
痩
草
も
」
。（

文
化
十
二
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
8
)
・
志
多
良
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筆
持
た
童
子
い
く
つ
ぞ
菊
の
花

（
文
化
十
四
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
9
、
文
政
1
.
9
1
1
重
出
）
・
希
杖
本
句
集

人
間
が
な
く
ば
曲
ら
じ
菊
の
花

（
文
化
十
四
年
）

出
典

菊
咲
や
茂
介
仏
も
願
が
き
く

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
8
)

金
蔵
を
日
除
に
し
た
り
菊
の
花
（
文
化
十
一
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
0
)

（
文
化
十
一
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
)

門
口
や
赤
い
小
菊
も
一
む
し
ろ

（
文
化
十
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
3
.
9
)

薄
菜
汁
菊
も
追
／
＼
咲
に
け
り

（
文
化
三
年
）

R
前
掲
句
の
直
前
に
出
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2

・閏
8
)

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2

・閏
8
)

菊
咲
や
赤
袖
口
も
日
の
さ
し
て

（
文
化
二
年
）

菊
咲
て
朝
梅
干
の
風
味
哉

（
文
化
二
年
）

菊柴
門
の
藪
の
中
迄
小
菊
哉

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

（
文
化
元
年
）
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中
七
「
き
く
よ
り
白
き
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
2
)
、
座
五
「
つ
ぶ
り
哉
」
。

鍬
さ
げ
て
神
農
顔
や
菊
の
花

R 

（
文
政
二
年
）

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

中
七
「
畠
の
緑
（
（
り
）
）
〔
の
〕
」
。
前
掲
「
菊
園
や
」
の
三
句
前
に
出
。

菊
作
菊
よ
り
白
き
つ
む
り
哉

（
文
政
二
年
）

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

菊
咲
や
山
の
天
窓
も
白
く
な
る

七
番
日
記
（
文
政
1
.
9
)

七
番
日
記
（
文
政
1
.
9
)
・
だ
ん
袋

R
八
番
日
記
（
文
政
3
.
9
)
、
上
五
「
勝
菊
の
」
。
座
五
「
帰
り
け
り
」
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
「
勝
た
菊
」
。
座
五
「
通

り
け
り
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政

2
.
9
)
•
お
ら
が
春

R
嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
小
酒
盛
」
。

藪
菊
や
畠
の
縁
の
茶
呑
道

（
文
政
二
年
）

菊
園
や
歩
き
な
か
ら
の
小
盃

（
文
政
元
年
）

（
文
政
元
年
）

（
文
政
二
年
）

出
典

出
典

勝
菊
は
大
名
小
路
も
ど
り
け
り

菊
ぞ
の
や
女
ば
か
り
が
一
床
几

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
9
) （

文
化
十
四
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
9
)
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き
り
き
り
し
ゃ
ん
と
し
て
さ
く
桔
梗
哉

桔

梗

@ 

中
七
「
日
の
お
ち
か
4

る
」
。
前
掲
「
は
な
や
か
に
」
の
二
句
前
に
出
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

（
文
政
七
年
）

足
元
に
日
の
お
ち
か
か
る
野
菊
哉

（
文
化
元
年
）

R
中
七
「
旭
の
か
4

る」。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

は
な
や
か
に
旭
の
か
か
る
野
菊
哉

（
文
化
元
年
）

野

菊 出
典

菊
咲
や
二
夜
泊
り
し
下
々
の
客

（
文
政
五
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
9
)

出
典
八
番
日
記
（
文
政

2
.
9
)
•
お
ら
が
春

小
菊
な
ら
縄
目
の
趾
は
な
か
る
べ
し

（
文
政
二
年
）

R
前
掲
「
鍬
さ
げ
て
」
の
直
前
に
出
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

開
山
は
芭
蕉
さ
ま
也
菊
の
花

R
八
番
日
記
、
前
掲
「
菊
作
」
の
七
句
前
に
出
。
お
ら
が
春
、
前
書
「
九
月
十
六
日
正
風
院
菊
会
」
。

風
院
魚
淵
菊
会
」
。
全
集
本
発
句
篇
、
「
神
農
」
を
「
新
農
」
と
誤
る
。

（
文
政
二
年
）

出
典
八
番
日
記
（
文
政

2
.
9
)
•
お
ら
が
春
•
発
句
紗
追
加

発
句
紗
追
加
、

前
書
「
九
月
十
六
日
正
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出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
8
)

朝
顔
や
ま
だ
精
進
の
十
五
日

（
文
政
一
一
一
年
）

@ 

出
典

擢
鉢
の
音
に
朝
顔
咲
に
け
り

七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
6
)

（摺）

上
五
「
雷
鉢
の
」
。
前
書
「
廿
二
睛
、
ケ
ノ
庭
舜
」
。

（
文
化
十
二
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
8
)

舜
や
朝
／
＼
蚤
の
逃
所

（
文
化
十
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
3
.
7
)

苺
や
ま
だ
片
づ
か
ぬ
や
け
瓦

（
文
化
三
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2

・閏
8
)

舜
の
か
ぞ
へ
る
程
に
成
に
け
り

R
前
書
「
有
女
同
車
」
。

出
典

出
典

（
文
化
二
年
）

七
番
日
記
（
文
化
9
.
8
)
・
板
本
発
句
題
叢
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

「
き
り
き
り
」
は
、
い
ず
れ
も
「
き
り
／
＼
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
「
咲
桔
梗
哉
」
。
稿
本
発
句
題
叢
、
「
き
り
／
＼
＇
し
ゃ
ん
で
咲
く
」
。

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
7
)

朝
顔
や
女
車
の
毛
唐
人

（
享
和
三
年
）

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
8
)

朝
顔
や
し
た
た
か
ぬ
れ
し
通
り
雨

朝

顔 出
典

@ 

（
享
和
三
年
）
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出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

小
笠
き
て
東
披
め
く
也
萩
の
花
（
文
化
元
年
）

萩 蔦松
の
蔦
紅
葉
し
て
か
ら
伐
ら
れ
け
り

出
典
享
和
句
帳
（
享
和
3
.
8
)

七
番
日
記
（
文
化
13
・
閏
8
)
・
希
杖
本
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

（
享
和
三
年
）

R
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
「
あ
つ
け
ら
か
ん
と
」
。

出
典

出
典

女
郎
花
あ
つ
け
ら
こ
ん
と
立
り
け
り

七
番
日
記
（
文
化
7
.
3
)

よ
ろ
／
＼
は
我
も
ま
け
ぬ
ぞ
女
郎
花

女
郎
花

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
1
)

（径）

R
八
番
日
記
(
4
.
7
)
、
中
七
以
下
「
外
か
ら
呼
や
経
山
寺
」
。
だ
ん
袋
、
前
書
「
江
戸
」
。
中
七
以
下
「
上
か
ら
買
ふ
や
経
山
寺
」
。
文
政
版

発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
以
下
「
上
か
ら
と
る
や
経
山
寺
」
。

朝
顔
に
涼
し
く
く
ふ
や
ひ
と
り
飯

出
典

朝
顔
の
上
か
ら
取
や
金
山
寺

R 

（
文
化
十
三
年
）

（
文
化
七
年
）

中
七
「
〔
ま
だ
〕
精
進
の
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
3
)
、
中
七
「
ま
だ
精
進
の
」
。

（
文
政
四
年
）

八
番
日
記
（
文
政
4
.
7
)

（
文
政
七
年
）
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出
典

R
 

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

（
卜
）

中
七
「
痩
ヶ
イ
ク
ウ
も
」
。

ぽ
つ
／
＼
と
痩
け
い
と
う
も
月
夜
也

鶏

頭 出
典

文
政
句
帳
（
文
政
6
.
9
)

み
そ
萩
や
水
に
つ
け
れ
ば
風
の
吹

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
7
)
・
板
本
発
句
題
叢

R
稿
本
発
句
題
叢
、
「
｀
、
、
そ
萩
や
水
二
浸
せ
バ
風
が
吹
」
。
発
句
紗
追
加
、
上
五
「
鼠
尾
花
や
」
。
座
五
「
風
が
吹
く
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
上
五

「
鼠
尾
草
や
」
。
座
五
「
風
が
吹
」
。
全
集
本
、
「
鼠
尾
草
」
に
「
そ
ぴ
ぐ
さ
」
と
ル
ビ
。

鼠
尾
草

出
典

編
笠
の
窓
か
ら
見
る
や
萩
の
花

（
文
政
六
年
）

萩

寺 R 

出
典

此
所
ま
た
げ
と
萩
の
咲
に
け
り

秋
萩
や
一
斗
こ
ぽ
れ
て
一
斗
咲

（
文
化
元
年
）

（
文
政
四
年
）

八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

（

秋

力

）

（

秋

力

）

上
五
「
萩
萩
や
」
。
中
七
「
一
斗
こ
ぽ
れ
〔
て
〕
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
、
上
五
「
荻
萩
や
」
。
中
七
「
一
斗
こ
ぽ
れ
て
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
9
)

猫
の
子
の
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
萩
の
花

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
7
)

（
文
化
元
年
）

（
文
化
十
一
年
）

（
文
化
十
一
年
）
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中
七
「
カ
サ
イ
平
の
」
。

夕
月
や
大
／
＼
と
し
て
稲
の
花

R 

（
文
化
七
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
6
)

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
8
)

稲
の
香
や
か
さ
い
平
の
ば
か
一
里

（
文
化
七
年
）

出
典

稲
か
け
し
夜
よ
り
小
藪
は
月
夜
哉

（
文
化
元
年
）

稲
出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

（

い

）

R
上
五
「
新
し
へ
」
。

新
ら
し
い
流
瀧
頂
や
蓼
の
花

R
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
1
)
、
上
五
「
山
畠
や
」
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
老
の
身
は
今
か
ら
寒
さ
も
苦
に
な
り
て
」
。

上
五
・
中
七
「
山
晶
や
蕎
麦
の
白
さ
も
」
。

（
文
政
二
年
）

蓼
の
花

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
8
)

し
な
の
ぢ
や
そ
ば
の
白
さ
も
ぞ
つ
と
す
る

R
上
五
「
近
い
比
」
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

近
い
頃
し
れ
し
出
湯
や
そ
ば
の
花

蕎
麦
の
花

（
文
化
十
四
年
）

（
文
化
元
年
）
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出
典

R
 

早
稲
の
香
や
夜
さ
り
も
見
ゆ
る
雲
の
峰

ひ
つ
ぢ
田
や
青
み
に
う
つ
る
薄
氷

寛
政
句
帳
（
寛
政
4
)

（
文
政
五
年
）

（
寛
政
四
年
）

全
集
本
発
句
篇
、
こ
の
句
「
文
政
句
帳

稽
出
典
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
4
、
8
1
1
重
出
）

政
七
」
と
誤
る
。

R 

出
典

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

旅
人
の
藪
に
は
さ
み
し
稲
穂
哉

（
文
政
五
年
）

だ
ん
袋
、
上
五
・
中
七
「
旅
人
が
藪
二
は
さ
ミ
し
」
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
以
下
「
垣
根
に
は
さ
む
お
ち
穂
哉
」
。

出
典

日
本
の
外
が
浜
迄
お
ち
穂
哉

（
文
政
元
年
）

七
番
日
記
（
文
政
1
.
1
2
)
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

（値）

R
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
米
穀
下
直
に
て
下
々
な
ん
ぎ
な
る
べ
し
と
は
、

記
・
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
「
外
ヶ
浜
迄
」
。

R
希
杖
本
句
集
、
前
書
「
干
魃
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
8
)
・
希
杖
本
句
集

日
や
け
田
も
花
で
候
と
て
そ
よ
ぐ
ぞ
よ

（
文
化
十
四
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
9
)

出
典

天
皇
の
袖
に
二
房
稲
穂
哉

（
文
化
十
一
年
）

文
化
―
ニ
ー
八
年
句
日
記
写
（
文
化
7
)

J

と
国
の
人
う
ら
や
ま
し
か
ら
ん
」
。

七
番
日
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芦
の
花

出
典

R
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
、
中
七
「
寒
く
成
の
が
」
。
七
番
日
記
（
文
政
1
.
7
)
、

案
」
）
。
板
本
発
句
題
叢
•
発
句
紗
追
加
、
上
五
・
中
七
「
ち
る
芭
夜
の
寒
さ
が
」
。

座
五
「
す
4

き
哉
」
。

散
芭
寒
く
な
る
の
が
目
に
み
ゆ
る

（
文
政
七
年
）

稿
本
発
句
題
叢
（
文
政
3
以
前
）
・
希
杖
本
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R
 

出
典

出
典

（
文
政
一
ー
一
年
）

（
文
政
二
年
）

八
番
日
記
（
文
政
2
.
8
)

（く）

R
中
七
「
申
程
し
て
」
。
お
ら
が
春
、
前
書
「
七
月
七
日
墓
詣
」
。
中
七
「
申
だ
け
し
く
」
。
だ
ん
袋
、
前
書
「
山
家
の
墓
詣
七
月
七
日
」
。
「
念
仏

を
申
だ
け
敷
く
芭
か
な
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
七
月
七
日
山
家
の
墓
詣
」
。
「
念
仏
を
申
だ
け
し
く
す
4
き
哉
」
と
次
句
の
行
間
に
、
中
七

以
下
「
申
だ
け
し
く
す
4
き
哉
」
。

う
ら
窓
に
雨
打
つ
け
る
す
す
き
哉

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

（
文
政
五
年
）

芭一
念
仏
程
申
し
く
芭
哉

唐
辛
子

寒
い
ぞ
よ
軒
の
鯛
唐
が
ら
し
（
文
政
|
ー
年
）

句
稿
消
息
（
文
化
五
前
後
ヵ
）

出
典

鬼
灯
や
七
つ
位
の
小
順
礼

梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
3
)

出
典

鬼

灯

中
七
「
寒
く
成
つ
〔
た
〕
が
」
（
句
の
前
に
「
再
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出
典
文
政
句
帳
拿
釦
す
[
.
1
0
)

海
晏
寺
お
茶
屋

寵
の
下
へ
は
き
込
む
紅
葉
哉

（
文
政
五
年
）

R
文
政
5
.
1
2
、
前
書
「
紅
葉
浮
水
」
。

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
、
1211
重
出
）

欠
椀
も
同
じ
流
や
立
田
川

R 

出
典

大
寺
の
片
戸
さ
し
け
り
夕
紅
葉

（
文
政
版
発
句
集
）

文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

七
番
日
記

(
8
.
9
)
、
上
五
・
中
七
「
大
寺
や
片
／
＼
戸
ざ
す
」
。

（
文
政
五
年
）

R
中
七
「
日
の
暮
か
4

る」。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

木
啄
も
日
の
暮
か
か
る
紅
葉
哉

（
文
化
元
年
）

R
上
五
・
中
七
「
う
ぢ
人
＼
と
出
れ
ば
日
暮
〔
る
〕
」
。

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

う
か
う
か
と
出
れ
ば
日
暮
紅
葉
哉

紅
葉

R 

芦
の
穂
や
あ
ん
な
所
に
あ
ん
な
家

（
文
化
元
年
）

中
七
「
あ
ん
〔
な
〕
所
に
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
9
)

（
文
化
十
一
年
）
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き
り
一
葉
二
は
一
二
は
四
は
せ
は
し
な
や

出
典

@ 

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
7
)

上
五
・
中
七
「
朝
ク
セ
の
は
ら
は
ら
雨
や
」
。

朝
く
せ
の
ば
ら
／
＼
雨
や
桐
一
葉

桐
一
葉

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

雲
低
き
夕
々
や
柳
ち
る

（
文
化
二
年
）

柳
散
る

R 

出
典

八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

（勧）

座
五
「
綿
勤
化
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
、
座
五
「
綿
勧
化
」
。
発
句
紗
追
加
、
中
七
「
つ
か
ん
で
や
る
や
」
。

棉
の
穂

畠
か
ら
つ
ま
ん
で
や
る
や
綿
勧
化

出
典
七
番
日
記
（
文
政
1
.
9
)

（が）

R
上
五
「
馬
の
子
や
」
。

馬
の
子
の
口
さ
ん
出
す
や
柿
紅
葉

出
典

立
臼
よ
寝
臼
よ
さ
て
は
柿
紅
葉

七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
8
)

柿
紅
葉

（
文
化
九
年
）

（
文
化
五
年
）

（
文
政
元
年
）

（
文
政
四
年
）

（
文
化
十
二
年
）

（晏）

R
前
書
「
海
安
寺
お
茶
屋
」
。
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う
か
／
＼
と
出
水
に
逢
し
木
楷
哉

（
文
化
元
年
）

R
前
書
「
緑
樹
の
月
に
水
は
染
り
て
」
。
中
七
「
日
の
と
ゞ
く
揆
の
」
。

朝
ば
か
り
日
の
と
ど
く
深
の
む
く
げ
哉

寛
政
紀
行
書
込
（
寛
政
7
)

出
典

木

楷

@ 

中
七
「
声
〔
に
〕
口
あ
く
」
。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

妙
法
の
声
に
口
あ
く
ざ
く
ろ
哉

（
文
政
四
年
）

石

梱

R 

出
典

柿
の
木
で
あ
い
と
答
へ
り
小
僧
哉

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
9
)

柿渋
柿
と
鳥
も
知
て
通
り
け
り

@ 

三
日
月
の
細
き
際
よ
り
一
葉
哉

上
五
「
三
ヶ
月
の
」
。

（
文
政
三
年
）

八
番
日
記
（
文
政
3
.
9
)
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

（

い

）

（

へ

）

中
七
「
あ
え
〔
と
〕
こ
た
い
る
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)

（
文
政
三
年
）

（
寛
政
1

年）

（
文
化
九
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)
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R
『
一
茶
俳
句
集
』
に
、
「
雪
女
離
縁
の
時
の
作
な
り
」
と
注
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
離
別
」
。
句
「
へ
ち
ま
つ
る
切
て
支
舞
は
他
人
哉
」
。
ゅ

き
女
と
の
離
縁
は
、
文
政
七
年
八
月
三
日
（
文
政
句
帳
）
。

出

典

未

詳

糸
瓜
蔓
切
っ
て
し
ま
へ
ば
も
と
の
水

（
文
政
七
年
）

糸

瓜

R
 

出
典

葡
出
典萄

七
番
日
記
（
文
化
9
.
7
)

木
横
さ
く
や
親
代
々
の
細
け
ぶ
り

（
文
化
九
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
) （

文
化
二
年
）

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)
．
稿
本
発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
•
発
句
紗
追
加
・
嘉
永
版
発
句
集

発
句
題
叢
・
希
杖
本
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
「
出
水
二
逢
ひ
し
」
。

出
典

酒
冷
す
ち
よ
ろ
／
＼
川
の
横
哉

文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

文
化
句
帳
（
文
化
2
.
7
)

出
典

秋
霜
に
又
咲
ほ
こ
る
む
く
げ
哉

一
番
の
不
二
見
所
や
葡
萄
棚

前
書
「
甲
州
」
。

（
文
化
二
年
）

（
文
政
七
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
7

・
閏
8
)

浦
向
に
咲
か
た
ま
り
し
横
哉

（
文
化
二
年
）

出
典

R
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出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

出
典

団
栗
の
寝
ん
／
＼
こ
ろ
り
／
＼
哉

（
文
政
二
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

団
栗
や
而
後
露
時
雨

（
文
化
五
年
）

団

栗

R
 

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
1
2
)

夕
暮
や
木
の
実
が
笠
を
う
つ
の
山

R 
七
番
日
記
（
文
化
7
.
9
) （

文
化
七
年
）

木
の
実

出
典

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

(43) 

烏

瓜 出
典

西

瓜

R
 

正
直
ね
段
ぶ
つ
け
書
の
西
瓜
哉

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
7
)

上
五
・
中
七
「
正
直
〔
値
〕
段
ぶ
〔
つ
〕
つ
け
書
の
」
。

秋
風
の
吹
と
も
な
し
や
烏
瓜

山
姫
の
袖
よ
り
落
る
木
の
実
哉

出
典

座
五
「
木
実
哉
」
。

（
文
政
五
年
）

中
七
「
木
〔
の
〕
実
が
笠
を
」
。
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)
、
上
五
・
中
七
「
夕
や
み
や
木
の
実
も
人
を
」
。

（
文
政
八
年
）
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小
坊
主
に
高
名
さ
れ
し
茸
哉

（
文
政
二
年
）

菌
出
典

ゆ
で
栗
や
夜
番
の
小
屋
の
俄
客

（
文
政
五
年
）

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
)

お
ち
栗
や
仏
も
笠
を
め
し
て
立

（
文
政
四
年
）

R 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
4
)

迩
の
人
三
つ
栗
三
つ
ひ
ろ
ひ
け
り

（
文
政
二
年
）

中
七
「
三
ッ
栗
三
ッ
」
。
八
番
日
記
「
文
政
2
.
9
)
、
「
三
ッ
栗
〔
を
〕
三
ツ
拾
ふ
や
迩
人
」
。

R 

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
8
)

（

ひ

）

座
五
「
ち
い
さ
い
子
」
。

茄
栗
や
胡
坐
巧
者
な
ち
い
さ
い
子

R
前
書
「
小
布
施
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
)

（
文
化
五
年
）

文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
6
.
7
)

（

ヱ

）

中
七
「
エ
ム
と
い
ふ
日
も
」
。

拾
わ
れ
ぬ
栗
の
見
事
よ
大
き
さ
よ

（
文
化
十
三
年
）

（
文
化
十
年
）

R 

出
典

柴
栗
の
ゑ
む
と
い
ふ
日
も
な
か
り
け
り

栗
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十
月
や
う
ら
か
ら
を
が
む
浅
草
寺

（
文
化
十
二
年
）

R 

座
五
「
茶
湯
哉
」
。
七
番
日
記
(
7
.
1
1
)
、
中
七
以
下
「
中
の
十
日
の
霰
哉
」
。
七
番
日
記
(
1
2
.
1
0
)
、
中
七
以
下
「
中
の
十
日
の
寝
坊
哉
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
0
)

十
月
の
中
の
十
日
を
茶
の
湯
哉

（
文
化
十
一
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

R
前
書
「
八
日
、
水
道
町
に
て
」
。

十
月
や
ほ
の
人
＼
か
す
む
御
綿
売

水
道
町
に
て

十

月

冬

出
典

R
た
ね
お
ろ
し
、
前
書
「
遊
林
寺
」
。
発
句
紗
追
加
・
茶
頷
連
句
集
、
前
書
「
遊
寺
林
」
。
こ
れ
を
立
旬
と
し
て
、
『
た
ね
お
ろ
し
』
に
は
第
三

ま
で
、
『
茶
翁
連
句
集
』
に
は
九
句
ま
で
を
収
め
る
。

海
見
ゆ
る
芝
に
坐
ど
る
や
焼
菌

文
政
句
帳
（
文
政
5
.
8
)

出
典

八
番
日
記
（
文
政
4
.
9
1
1

重
出
）
・
た
ね
お
ろ
し
•
発
句
紗
追
加
・
茶
頷
連
句
集

松
茸
や
犬
の
だ
く
な
も
か
ぎ
歩
く

（
文
政
五
年
）

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)

（
文
化
七
年
）

（
文
政
四
年
）
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出
典

身
に
添
ぶ
~
前
の
主
の
寒
迄
（
寛
政
十
年
）

文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

寒

R
 上
五
「
和
ら
か
な
」
。

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
2
)

和
や
か
な
寒
が
入
る
也
京
の
町

（
文
政
七
年
）

R
上
五
・
中
七
「
さ
す
月
〔
の
〕
ポ
ン
の
凹
か
ら
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
)

さ
す
月
の
ぼ
ん
の
凹
か
ら
寒
が
入

（
文
化
十
三
年
）

寒
の
入

（儀）

R
八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
2
)
、
「
雪
ち
ら
り
／
＼
｀
冬
至
の
祝
義
哉
」
。

出

典

未

詳

冬雪
ち
ら
り
／
＼
冬
至
も
梅
の
咲
に
け
り

至

け
ろ
／
＼
と
師
走
月
よ
の
榎
哉

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
1
)

出
典

（
享
和
三
年
）

十
二
月

R
中
七
「
う
ら
か
ら
お
が
む
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
1
0
)

（
文
化
十
一
年
）
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出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
8
)

あ
ば
ら
骨
あ
ば
ら
に
寒
き
夜
也
け
り

（
文
化
十
二
年
）

R
前
掲
句
の
二
句
前
に
出
。
句
稿
消
息
、
中
七
「
雲
が
荷
に
な
る
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
1
1
)

し
な
の
ぢ
の
山
が
荷
に
な
る
寒
哉

（
文
化
九
年
）

七
番
日
記
（
文
化
9
.
1
1
) （

文
化
九
年
）

R
「
立
砂
十
三
回
忌
、
墓
前
に
て
」
は
、
井
泉
水
の
注
記
。
「
立
砂
翁
…
…
十
三
回
忌
と
い
ふ
け
ふ
、
は
か
ら
ず
も
巡
り
来
ぬ
る
こ
と
の
ふ
し
ぎ

さ
に
」
、
「
墓
の
前
に
て
手
向
心
の
十
三
句
也
•
….. 
」
の
小
文
の
問
に
収
む
。
七
番
日
記
、
文
化
八
年
十
一
月
二
十
日
の
条
に
、
「
馬
橋
二
入
、

立
砂
十
三
回
忌
」
と
あ
る
。

寒
き
日
や
鎌
ゆ
ひ
付
し
竿
の
先

出
典臼

井
峠

出
典

生
残
り
／
＼
た
る
寒
さ
哉

我
春
集
（
文
化
8
.
1
1
)

（
文
化
八
年
）

立
砂
十
三
回
忌
、
墓
前
に
て

R
中
七
「
錠
の
か
4

り
し
」
。

出
典
享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
1
)

井
戸
に
さ
へ
錠
の
か
か
り
し
寒
哉

R
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
「
身
に
添
や
」
。
一
茶
翁
終
焉
記
、
「
身
に
し
む
や
前
の
あ
る
じ
の
寒
さ
ま
で
」
。
文
政
版
発
句
集
・

嘉
永
版
発
句
集
、
「
上
野
の
薦
に
蝸
牛
の
か
ら
家
か
り
て
」
で
は
じ
ま
る
文
の
後
に
こ
の
句
を
添
え
、
「
文
化
六
年
十
二
月
十
五
日
」
と
記
す
。

（
享
和
三
年
）
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狼
の
糞
を
見
て
よ
り
草
寒
し

出
典

座
五
「
寒
〔
さ
〕
哉
」
。

（え）

R
八
番
日
記
（
文
政
2
.
9
)
、
中
七
以
下
「
糞
さ
い
そ
ゞ
ろ
寒
か
な
」
。
お
ら
が
春
、
「
狼
は
糞
ば
か
り
で
も
寒
〔
さ
〕
哉
」
。
自
筆
句
集
、
「
狼

は
糞
を
見
て
さ
へ
寒
〔
さ
〕
哉
」
。

文
政
二
年
十
二
月
二
十
二
日
付
文
路
あ
て
書
簡
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R
文
政
版
発
句
集
、
前
書
「
お
の
れ
が
す
が
た
に
い
ふ
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
お
の
が
姿
に
い
ふ
」
。

書
「
自
像
」
。
座
五
「
天
窓
哉
」
。

八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
0
)
・
嘉
永
版
発
句
集

R
八
番
日
記
、
中
七
「
一
ッ
鉦
う
つ
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
中
七
以
下
「
一
ッ
鉦
打
寒
さ
か
な
」
。
八
番
日
記
、
こ
の
句
の
直
前
に
、
中
七
以
下

「
一
ツ
ヅ
4

か
よ
寒
念
仏
」
。

江
戸
道
中

椋
鳥
と
人
に
呼
る
る
寒
哉

一
文
に
一
っ
鉦
う
つ
寒
か
な

出
典

（
文
政
二
年
）

（
文
政
二
年
）

ひ
い
き
目
に
見
て
さ
へ
寒
き
そ
ぶ
り
哉

自
像
に
い
ふ

出
典
七
番
日
記
（
文
政
1
.
1
2
)

（
文
政
元
年
）

（
文
政
元
年
）

R 

出
典

古
盆
の
灰
で
手
習
ふ
寒
さ
哉

七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
1
)

（
文
化
十
一
＿
一
年
）

R
中
七
「
あ
ば
ら
に
寒
〔
き
〕
」
。

七
番
日
記
（
文
政
1
.
1
2
)
、
前
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文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)

ふ
る
雨
も
小
春
也
け
り
知
恩
院

出
典

（
文
化
元
年
）

麦
ぬ
れ
て
小
春
月
夜
の
御
寺
哉

（
文
化
元
年
）

小

春

R 

中
七
「
う
ち
に
参
や
」
。
文
政
句
帳
（
文
政
6
.
1
1
)
、
上
五
・
中
七
「
朝
凍
の
う
ち
に
参
る
や
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
1
1
)

凍

る

@ 

七
番
日
記
（
文
政
1
.
7
)
、
中
七
以
下
「
帳
に
付
た
る
夜
寒
哉
」
。

上
五
・
中
七
「
庵
の
夜
や
寒
し
破
る
4

」。

凍
と
け
ぬ
う
ち
に
参
る
や
善
光
寺

出
典

庵
の
夜
は
寒
し
破
る
る
は
ど
の
柱

文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
2
)

R 

出
典

一
人
と
帳
面
に
つ
く
寒
か
な

八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
1
)
•
お
ら
が
春
・
だ
ん
袋
・
自
筆
句
集
•
発
句
紗
追
加
・
文
政
三
年
九
月
十
四
日
付
斗
園
あ
て
書
簡

R
中
七
「
人
に
呼
る
4

」
。
お
ら
が
春
、
前
書
「
東
に
下
ら
ん
と
し
て
、
中
途
迄
出
た
る
に
」
。
だ
ん
袋
、
前
書
「
中
山
道
」
。
自
筆
句
集
、
前

書
「
大
連
に
て
臼
井
越
る
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
東
に
下
ら
ん
と
し
て
途
中
迄
た
出
る
に
、
中
仙
道
に
て
」
。
座
五
「
さ
ぶ
さ
か
な
」
。

水
風
呂
の
口
で
裾
ぬ
ふ
寒
哉

（
文
化
十
四
年
）

（
文
政
四
年
）

（
文
政
七
年
）

さ
び
す
な
ご
（
文
政
七
板
）

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
1
1
)

出
典

（
文
政
七
年
）
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耕
さ
ぬ
罪
も
い
く
ば
く
年
の
暮

（
文
化
二
年
）

R
 

出
典

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
1
2
)

（を）

中
七
「
年
が
お
し
い
か
」
。

日
本
の
年
が
お
し
い
か
お
ろ
し
や
人

（
文
化
元
年
）

R 

前
書
「
伐
祠
」
。

年
の
暮

斧
の
柄
の
白
き
を
見
れ
ば
と
し
の
暮

出
典

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
0
)

R
前
掲
句
の
直
前
に
出
。

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
1
)

独
居
る
だ
け
の
小
春
や
窓
の
前

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
7
.
1
1
)

杖
ほ
＜
／
＼
拾
ひ
日
和
の
小
春
哉

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
1
0
)

出
典

石
橋
の
奉
加
織
の
小
春
哉

（
文
化
十
二
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
1
0
)
・
文
化
十
年
句
文
集

け
ふ
も
／
＼
／
＼
小
春
の
雉
子
哉

出
典

R 

（
文
化
十
年
）

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
9
)
・
嘉
永
版
発
句
集
・
俳
諧
千
題
集

嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
・
中
七
「
降
雨
も
小
は
る
な
り
け
り
」
。
文
化
句
帳
、
前
掲
旬
の
直
前
に
出
。

（
文
政
七
年
）

（
文
政
七
年
）

（
享
和
三
年
）
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R
前
掲
旬
の
十
三
句
前
に
出
。

出
典

藪
先
や
暮
行
と
し
の
烏
瓜

出
典

七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
2
)

（
文
化
七
年
）

七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
2
)

行
と
し
や
身
は
な
ら
は
し
の
古
草
履

（
文
化
七
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
1
)

（
文
化
七
年
）

R
右
肩
に
「
去
十
二
月
廿
三
」
と
付
し
、
こ
れ
を
立
句
と
し
た
一
茶
・
鶴
老
・
天
外
の
三
吟
歌
仙
を
収
む
。
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
2
)
、
前

書
「
廿
三
日
西
林
寺
に
入
」
。
中
七
「
空
の
名
残
を
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
木
枯
の
痩
腔
と
ば
し
て
相
馬
な
る
籠
山
に
吹
込
る
4
日
は
師
走

の
二
十
三
日
な
り
け
り
」
。
中
七
「
空
の
名
残
を
」
。

わ
ら
の
火
の
め
ら
／
＼
暮
る
こ
と
し
哉

行
と
し
や
空
の
青
さ
に
守
谷
迄

我
春
集

出
典

（
文
化
七
年
）

R
上
五
「
行
年
を
」
。
座
五
「
成
〔
に
〕
け
り
」
。
前
掲
句
に
併
記
。

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
1
2
)

行
く
年
を
元
の
家
な
し
と
成
に
け
り

（
文
化
五
年
）

R 

出
典

文
化
五
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
1
2
)

中
七
「
家
取
れ
け
り
」
。

文
化
句
帳
（
文
化
2
.
1
2
)

け
ふ
に
成
て
家
売
ら
れ
け
り
年
の
暮

出
典

（
文
化
五
年
）
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行
と
し
や
降
ろ
と
も
ま
ま
の
皮
頭
巾

出
典

（
文
政
八
年
）

R
発
句
紗
追
加
、
中
七
以
下
「
年
暮
き
っ
た
夜
の
そ
ら
」
。

う
つ
く
し
や
年
暮
き
り
し
夜
の
空

文
政
句
帳
（
文
政
8
.
1
2
)

（
文
政
八
年
）

＠
お
ら
が
春
、
座
五
「
と
し
の
暮
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
座
五
「
年
の
暮
」
。

出
典

出
典
七
番
日
記
（
文
化

1
3
.
1
2
)
•
発
句
紗
追
加
（
末
尾
に
収
め
た
「
俳
諧
寺
記
」
に
）
・
文
政
三
年
十
二
月
八
日
付
春
甫
．
掬
斗
・
素
鏡
・

雲
士
あ
て
書
簡
（
こ
の
書
簡
に
記
す
「
俳
諧
寺
記
」
の
末
尾
に
こ
の
句
を
収
む
）
。

（え）

上
五
「
羽
生
へ
て
」
。
座
五
「
と
し
の
暮
」
。

（
文
政
二
年
）

と
も
か
く
も
あ
な
た
任
せ
の
と
し
の
く
れ

お
ら
が
春
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

R 

羽
生
へ
て
銭
が
と
ぶ
也
年
の
暮

（
文
化
十
三
年
）

R 

行
年
や
覚
一
っ
と
書
附
木

出
典

中
七
「
覚
一
ツ
と
」
。

七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
1
0
)
・
自
筆
句
集

（
文
化
十
二
年
）

R
中
七
「
の
ほ
4

ん
所
か
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
1
2
)

臭
よ
の
ほ
ほ
ん
所
か
と
し
の
暮

（
文
化
十
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
10
・
閏
11)

行
年
に
手
を
か
ざ
し
た
る
馳
か
な

（
文
化
七
年
）
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出
典
七
番
日
記
（
文
政
1
.
1
2
)

か
く
れ
家
や
大
舟
十
日
も
夜
の
雪

（
文
政
元
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
10
・閏
11)
．
句
稿
消
息

か
す
む
ぞ
や
大
舟
日
の
寛
永
寺

（
文
化
十
年
）

出
典

中
七
「
降
ろ
と
も
ま
4

の」。

む
ら
竹
や
大
晦
日
も
夜
の
雨

大
年
の
日
向
に
立
る
榎
哉

舟
日
や
そ
れ
梅
も
咲
く
餅
も
つ
く

五
十
二
の
坂
を
越
る
ぞ
や
つ
こ
ら
さ

句
稿
消
息
（
文
化
11)

R
句
稿
消
息
、
上
五
「
六
十
の
」
を
朱
に
て
消
し
「
五
十
二
の
」
。
中
七
「
越
す
夜
ぞ
」
を
朱
に
て
消
し
「
越
る
ぞ
」
。
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.

閏
11)
、
上
五
「
六
十
の
」
。
自
筆
句
集
、
上
五
「
七
十
の
」
。
座
五
「
や
っ
と
こ
な
」
。
発
句
紗
追
加
、
上
五
・
中
七
「
六
十
の
坂
を
越
夜
ぞ
」
。

（
文
化
十
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
1
1
)

（
文
化
九
年
）

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
1
2
)

大
年
や
雀
が
藪
の
大
日
和
（
文
化
五
年
）

出
典
文
化
五
・
六
年
句
日
記
（
文
化
5
.
1
2
)

（
文
化
五
年
）

出
典
文
化
句
帳
（
文
化
2
.
1
2
)

大

年

R 

（
文
化
二
年
）

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
8
.
1
0
)
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深
川
を
す
も
ど
り
す
也
冬
の
月

（
文
化
十
ー
―
一
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
)

我
は
け
ば
音
せ
る
下
駄
ぞ
冬
の
月

（
文
化
十
三
年
）

ヵ

R
中
七
「
寝
所
見
る
」
。
「
寝
所
〔
を
〕
見
る
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
1
1
)

（
文
化
十
二
年
）

冬
の
月
い
よ
／
＼
伊
与
の
高
根
哉

寛
政
句
帳
（
寛
政
6
)（予）

中
七
「
い
よ
／
＼
伊
与
の
」
。

R
 

出
典

（
寛
政
六
年
）

遠

望 R 

出
典

冬
の
月

@ 

「
花
見
の
記
」
（
文
化
5
.
3
、

出

典

未

詳

一
茶
叢
書
そ
の
他
に
翻
刻
）
に
こ
の
句
は
な
い
。

商
万
銭
者
日
有
苦
商
一
銭
者
日
有
楽

笛
吹
て
大
舟
日
を
飴
の
鳥

（
花
見
の
記
）

外
堀
の
割
る
る
音
あ
り
冬
の
月

寛
政
句
帳
（
寛
政
4
)

中
七
「
割
る
4
音
あ
り
」
。

鶯
の
寝
所
見
ゆ
る
冬
の
月

（
寛
政
四
年
）

R
自
筆
句
集
、
「
か
く
れ
家
は
大
州
日
の
日
永
哉
」
。
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我
上
に
ふ
り
し
時
雨
や
上
総
山

（
享
和
三
年
）

出
典
享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
0
)

茶
の
水
の
川
も
そ
こ
也
初
し
ぐ
れ

（
享
和
三
年
）

時

雨

R
中
七
「
畠
七
枚
」
。

出
典
享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
0
)

家
一
っ
畠
も
七
枚
冬
日
和

（
享
和
三
年
）

冬
日
和

R 

八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
0
)
•
お
ら
が
春
、
「
木
が
ら
し
や
か
ら
呼
さ
れ
し
按
摩
坊
」
。

出
典

寒
月
や
む
だ
呼
さ
れ
し
座
頭
坂

七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
) （

文
化
十
三
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
)

出
典

息
杖
や
石
原
道
を
寒
の
月

（
文
化
十
三
年
）

七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
1
)

小
盲
や
身
を
寒
月
に
な
し
て
行

（
文
化
七
年
）

寒

月 出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
)

石
切
の
か
ち
／
＼
山
や
冬
の
月

（
文
化
十
三
年
）

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
2
)
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鶯
が
親
の
迩
追
ふ
初
時
雨

（
文
化
七
年
）

R
上
五
「
は
つ
時
雨
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

初
時
雨
俳
諧
流
布
の
世
也
け
り

（
文
化
七
年
）

@ 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

誰
た
め
に
し
ぐ
れ
て
お
は
す
仏
哉

（
文
化
七
年
）

@ 

出
典

七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)
・
木
楷
集
（
文
化
10)
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

七
番
日
記
、
中
七
「
来
べ
き
空
也
」
。
木
描
集
、
上
五
・
中
七
「
牡
丹
餅
の
来
べ
き
空
也
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
「
牡
丹
餅
の
」
。

中
七
「
シ
グ
レ
て
お
は
す
」
。
七
番
日
記
（
文
化
1
0
.
9
)
・
自
筆
句
集
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、

（

は

）

日
記
（
文
政
4
.
1
2
)
、
上
五
・
中
七
「
身
代
に
時
雨
て
お
わ
す
」
。

ぼ
た
餅
の
来
べ
き
空
な
り
初
時
雨

（
文
化
七
年
）

初
時
雨
馬
も
御
紋
を
き
た
り
け
り

文
化
句
帳
（
文
化
3
.
1
0
)

出
典

（
文
化
三
年
）

R
前
書
「
養
心
莫
善
於
寡
欲
」
。

出
典

寝
所
は
き
の
ふ
葺
け
り
初
時
雨

文
化
句
帳
（
文
化
1
.
2
)

出
典

享
和
句
帳
（
享
和
3
.
8
)

古
郷
に
高
い
杉
あ
り
は
つ
し
ぐ
れ

（
文
化
元
年
）

出
典
享
和
句
帳
（
享
和
3
.
1
0
)

（
享
和
三
年
）

上
五
「
人
の
た
め
」
。

八
番
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出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
0
)

米
と
銭
飾
ひ
分
け
け
り
初
時
雨

（
文
化
十
一
年
）

R 

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
0
)

（
牛
）
（
牛
）

上
五
・
中
七
「
午
島
の
午
も
鳴
べ
き
」
。

牛
島
の
牛
も
嗚
べ
き
初
時
雨

（
文
化
十
一
年
）

R
七
番
日
記
（
文
化
9
.
1
0
)
、
上
五
「
鶏
頭
の
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
9
.
1
1
)

@ 

上
五
「
し
ぐ
る
4

や」。

柿
―
つ
つ
く
ね
ん
と
し
て
時
雨
哉

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
1
1
)

し
ぐ
る
る
や
軒
に
は
ぜ
た
る
梅
も
ど
き

R 

「
廿
七
日
、
三
と
い
ふ
題
」
と
し
て
、
三
句
記
す
第
二
句
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
8
.
1
0
)

あ
れ
み
さ
い
松
が
一
＿
一
本
初
し
ぐ
れ

一
と
い
ふ
題

R
上
五
「
今
買
し
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

今
置
し
紅
葉
一
本
は
つ
時
雨

出
典
七
番
日
記
（
文
化
7
.
1
0
)

（
文
化
九
年
）

（
文
化
八
年
）

（
文
化
八
年
）

（
文
化
七
年
）
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義
仲
寺
は
あ
れ
に
候
は
つ
時
雨

出
典

七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
) （

文
化
十
三
年
）

R
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
2
)
、
中
七
「
韮
記
も
四
五
連
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
8
)

干
栗
の
珠
数
も
い
く
連
初
時
雨

（
文
化
十
三
年
）

中
七
「
飾
分
け
4

り」。

蛤
の
つ
ひ
の
け
ぶ
り
や
夕
時
雨

前
書
な
し
。
「
芭
蕉
塚
法
楽
」
は
、
次
の
句
の
前
に
入
る
べ
き
も
の
を
誤
っ
た
か
。

R
あ
と
ま
つ
り
、
前
書
「
法
楽
」
。
巻
頭
に
こ
の
句
を
立
句
と
し
た
一
茶
・
魚
淵
の
両
吟
歌
仙
。
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集
、
前
書
「
桃

青
霊
社
」
。
座
五
「
初
し
ぐ
れ
」
。
自
筆
句
集
、
前
書
「
桃
青
霊
社
」
。
上
五
「
御
宝
前
」
。
座
五
「
時
雨
哉
」
。

出
典
あ
と
ま
つ
り
（
文
化
13
刊
）
・
文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

御
宝
前
に
か
け
奉
る
は
つ
し
ぐ
れ

R 

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
2
.
1
0
)

出
典

芭
蕉
塚
法
楽

陶
の
杉
の
葉
そ
よ
ぐ
は
つ
時
雨

（
文
化
十
二
年
）

七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
1
) （

文
化
十
一
年
）

桑出
典

名
七
番
日
記
（
文
化
1
1
.
1
0
)

黒
門
や
か
ざ
り
手
桶
の
初
時
雨

@ 

（
文
化
十
三
年
）

（
文
化
十
一
年
）
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出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
2
)

番
丁
や
も
や
ひ
番
屋
の
小
夜
時
雨

@ 

出
典
八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
0
)
・
嘉
永
版
発
句
集

出
典

重
箱
の
銭
四
五
文
や
夕
時
雨

（
文
政
二
年
）

八
番
日
記
（
文
政
2
.
1
0
)
•
お
ら
が
春
・
嘉
永
版
発
句
集
•
発
句
紗
追
加

R
八
番
日
記
、
前
書
「
堂
庭
乞
食
」
。
お
ら
が
春
、
前
書
「
菩
光
寺
門
前
憐
乞
食
」
。

「
夕
し
ぐ
れ
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
善
光
寺
堂
前
憐
乞
食
」
。

（
文
政
二
年
）

梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
2
)
・
嘉
永
版
発
句
集

（

う

）

（

う

）

R
梅
塵
本
八
番
日
記
、
「
子
を
負
ふ
て
川
越
猿
や
一
時
雨
」
。
嘉
永
版
発
旬
集
、
「
子
を
負
ふ
て
川
越
す
狙
や
一
時
雨
」
。
風
間
本
八
番
日
記
（
文

政
2
.
9
)
、
「
子
を
負
〔
て
〕
川
越
す
旅
や
一
し
ぐ
れ
」
。

時
雨
る
や
親
椀
た
た
＜
唖
乞
食

（
文
政
二
年
）

八
番
日
記
、
上
五
・
中
七
「
時
雨
4

や
親
椀
た
4

く
」
。
嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
・
中
七
「
時
雨
4

や
親
椀
叩
く
」
。

（
文
政
一
一
一
年
）

子
を
負
て
川
越
す
猿
や
一
し
ぐ
れ

出
典

⑮
中
七
「
ソ
ト
バ
焚
也
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
4
.
1
1
)

大
釜
に
そ
と
ば
焚
也
夕
時
雨

（
文
化
十
四
年
）

（え）

R
上
五
・
中
七
「
婆
刈
が
つ
く
鐘
さ
へ
み
へ
て
」
。

出
典
七
番
日
記
（
文
化
1
3
.
1
0
)

婆
が
つ
く
鐘
さ
へ
み
へ
て
初
時
雨

（
文
化
十
三
年
）

嘉
永
版
発
句
集
、

前
書
「
善
光
寺
御
堂
庭
乞
食
」
。
座
五
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出
典
文
政
句
帳
（
文
政
6
.
1
0
)

R
 

マ

マ

い
さ
こ
さ
を
雀
も
い
ふ
や
村
し
ぐ
れ

（
文
政
六
年
）

座
五
「
小
名
か
な
」
。

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
6
.
1
0
)

大
時
雨
小
時
雨
大
名
小
名
哉

（
文
政
六
年
）

R 

出
典

文
政
句
帳
（
文
政
6
.
1
0
)

上
五
・
中
七
「
制
和
ば
釘
を
打
れ
〔
て
〕
」
。

神
の
木
は
釘
を
打
れ
て
時
雨
け
り

（
文
政
六
年
）

出
典
文
政
句
帳
（
文
政
5
.
1
0
)

丈
た
け
の
箕
を
か
ぶ
る
子
や
は
つ
時
雨

R
八
番
日
記
、
中
七
「
湯
〔
に
〕
飛
入
る
や
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
4
)
、
前
書
「
渋
湯
和
泉
亭
に
て
」
。
中
七
以
下
「
湯
に
飛
込
や
初

し
ぐ
れ
」
。
だ
ん
袋
、
前
書
「
田
中
」
。
中
七
以
下
「
湯
二
と
び
入
や
は
つ
時
雨
」
。
自
筆
句
集
、
前
書
「
田
中
」
。
中
七
「
湯
〔
に
〕
と
び
込

や
」
。
発
句
紗
追
加
、
前
書
「
渋
和
泉
舎
」
。
中
七
「
湯
に
と
び
こ
む
や
」
。

（
文
政
五
年
）

出
典
八
番
日
記
（
文
政
4
.
1
1
)
・
だ
ん
袋

座
敷
か
ら
湯
に
飛
入
る
や
初
時
雨

R 

上
五
「
し
ぐ
る
4

や」。

出
典
八
番
日
記
（
文
政
3
.
1
0
)

し
ぐ
る
る
や
た
ば
こ
法
度
の
小
金
原

R 

座
五
「
小
〔
夜
〕
時
雨
」
。
梅
塵
本
八
番
日
記
（
文
政
3
)
、
「
番
町
や
最
合
番
屋
の
北
し
ぐ
れ
」
。

（
文
政
三
年
）

（
文
政
四
年
）
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八
訂
正
＞

し
ぐ
る
る
や
藪
の
中
に
も
芭
蕉
塚

5
2
.
4
-
―10六
句
↓
三

0
四
句

5
5
.
1
文
政
四
年
↓
文
政
四
年

5
5
.
2
文
化
4
.
1
0
↓
文
政
4
.
1
0
5
7
.
2
自
筆
本
句
集
、
前
書
「
寛
政
五
元

日
肥
後
八
代
正
教
寺
に
あ
り
て
」
（
追
加
）

59

．5
空
前
↓
窓
前
6
1
.
6
の
次
に
8
6
2
.
5
文
化
元
年
↓
文
化
元
年
6
2
.
6
文
化
4
.
1
↓
文

化
1
.
1
6
5
.
5
文
政
3
.
1
j
文
政
3
6
7
.
1
5
文
政
3
.
1
↓
文
政
3
6
8
.
1
5
文
政
3
↓
文
政
3
7
4
.
1
0
日
の
長
き
↓
日
の
長
さ

74.

12
抹
消

8
5
.
1
3
嘉
永
版
発
句
集
（
追
加
）

85

．15
自
筆
本
句
集
、
前
書
「
椿
所
不
躁
矩
」
↓
抹
消

8
7
.
1
6
「
文
政
版
発
句
集
」
の
前
に
「
浅
黄

空
」
（
追
加
）

88

．10
「
嘉
永
版
発
句
集
」
の
前
に
「
浅
黄
空
」
（
追
加
）

出
典

出
典

第
一
四
号
所
収
稿
（
数
字
上
・
ペ
ー
ジ
数
、
下
・
行
数
）

R
八
番
日
記
（
文
政
4
.
1
2
)
、
「
し
ぐ
る
4

や
芭
蕉
網
の
塚
ま
は
り
」
。

@ 

雀
踏
む
程
は
菜
も
あ
り
は
つ
時
雨

稿
本
発
句
題
叢
（
文
政
3

以
前
）
•
発
句
紗
追
加

@ 

初
時
雨
夕
飯
買
に
出
た
り
け
り

（
文
政
版
発
句
集
）

文
政
版
発
句
集
・
嘉
永
版
発
句
集

嘉
永
版
発
句
集
、
上
五
「
初
し
ぐ
れ
」
。

（
嘉
永
版
一
茶
発
旬
集
）

稿
本
発
句
題
叢
、
上
五
・
中
七
「
雀
ふ
む
程
は
菜
も
有
」
。
発
句
紗
追
加
、
上
五
「
雀
ふ
む
」
。

（
真
・
蹟
）




